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５ プレジャーボートが関連した事件の海難原因     
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プレジャーボート関連事件の裁決182件中、対

象船舶212隻の事件種類の内訳は右図のとおり

です。 
気象・海象への配慮不十

分による転覆事件が多

いよ。（13件中9件） 

(2) 乗揚事件 

 乗揚事件の裁決における、対象船

舶34隻の海難原因は右図のとおりで

す。 

プレジャーボートの事件種類 

衝突事件の海難原因（プレジャーボート）

乗揚事件の海難原因（プレジャーボート） 

(1) 衝突事件 

衝突事件の裁決における、対象船

舶125隻の海難原因は右図のとおり

です。 

125隻を用途別にわ

けるとモーターボ

ートが圧倒的だね。 

常に危険意識を

持って操船を。 

モーターボート　101
水上オートバイ 18
手漕ぎボート 5
ヨット 1
合計 125 1
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灯火・形象物不表示

服務に関する指揮・監督の不適切

船舶運航管理の不適切

速力の選定不適切
船体・機関・設備の　　　　　　　　　

構造・材質・修理不良
操船不適切 137原因
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針路の選定・保持不良

水路調査不十分

船位不確認

居眠り

見張り不十分

気象・海象に対する配慮不十分

錨泊・係留の不適切
潤滑油・燃料油の整備・点検・取扱

不良
36原因
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～モータ ーボート M 丸乗揚事件～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～水上オート バイ Ｅ 丸防波堤衝突事件～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 路 調 査 を 十 分 に 行 わ な か っ た こ と が 原 因 と さ れ た 事 例 

 9月14日夜間、M丸（全長7.21ｍ）は、船長ほか1人が乗り組み、知人2人を乗せて回航

中、初めて通航する海域であったがGPSプロッターを見ながら航行すれば大丈夫と思い、

事前に水路調査を十分に行わなかったので浅所の存在について認識していないまま進

行し、浅所に向首して乗り揚げた。 

 乗揚の結果、M丸船底外板に亀裂が生じ、船長及び同乗者1人が負傷した。 

 

 

 

 

 

 

 原 因  

・ 船長が、初めての海域を通航する際、GPSプロッターを見ていれば安全に航行する

ことができると思い、事前にヨット・モーターボート・小型船用参考図を精査する

などして水路調査を十分に行わなかったこと。 

無 資 格 者 に よ る 誤 操 作 が 原 因 と さ れ た 事 例 

 6月17日、E丸船長は、海水浴場にてレジ

ャーを行っていたところ、無資格者から操

縦を教えて欲しい旨の申し出を受け、無資

格者をE丸（全長2.84ｍ）の前席に座らせ、

船長が後席に座り、無資格者が操縦して航

走中、防波堤手前で停止しようとしたとこ

ろ、無資格者が停止するつもりでスロット

ルレバーを握り締め、急加速して防波堤に

衝突した。 

 衝突の結果、E丸は船首部に亀裂を生じ

て廃船となり、船長、無資格者及び防波堤

上の釣り人がそれぞれ負傷した。 

 原 因  

・ 船長が、少しならば無資格者に任せても大丈夫と思い、自ら操縦しなかったこと。

・ 無資格者が、停止するつもりでスロットルレバーを握り締め、誤操作したこと。 




